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は
じ
め
に
はじめに
　
『
学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
』
第
一
五
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
　
当
館
客
員
研
究
員
で
あ
る
徳
仁
親
王
・
木
村
真
美
子
、
研
究
員
の
湯
沢
威
の
諸
氏
か
ら
の
研
究
論
文
を
い
た
だ
い
て
、
こ
れ
を
掲
載
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
大
阪
歴
史
博
物
館
の
大
澤
研
一
氏
よ
り
特
別
寄
稿
論
文
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
く
わ
え
て
、
本
史
料
館
助
教
．
野
尻
泰
弘
、
同
学
芸
員
・
長
佐
古
美
奈
子
、
丸
山
美
季
の
論
文
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
稿
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
諸
氏
に
は
、
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
　
本
史
料
館
は
、
昭
和
五
〇
年
（
一
九
七
五
）
に
学
習
院
大
学
の
附
置
研
究
機
関
と
し
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
つ
い
で
、
同
六
〇
年
（
一
九
八
五
）
に
博
物
館
相
当
施
設
と
し
て
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
諸
方
面
で
の
活
動
を
拡
充
し
な
が
ら
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
　
当
館
の
活
動
と
し
て
、
平
成
一
九
・
二
〇
年
度
は
四
回
の
展
示
（
特
別
展
示
・
常
設
展
示
）
と
、
六
回
の
史
料
館
講
座
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
に
は
、
新
し
い
試
み
と
し
て
、
源
氏
物
語
千
年
紀
委
員
会
と
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
と
の
共
催
、
豊
島
区
の
後
援
を
得
ま
し
て
、
学
習
院
大
学
公
開
講
座
「
源
氏
物
語
千
年
紀
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
誌
の
特
集
「
源
氏
物
語
千
年
紀
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
」
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
　
ま
た
、
史
料
整
理
・
研
究
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
史
料
館
で
は
、
近
年
学
内
の
建
物
調
査
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
学
習
院
大
学
の
学
内
に
は
、
歴
史
を
も
つ
建
造
物
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
目
白
キ
ャ
ン
パ
ス
に
現
存
す
る
由
緒
あ
る
建
造
物
な
ら
び
に
石
碑
等
の
調
査
を
進
め
、
『
目
白
キ
ャ
ン
パ
ス
の
歴
史
あ
る
建
物
』
、
『
学
習
院
目
白
校
地
の
石
碑
・
道
し
る
べ
』
（
土
ハ
に
二
〇
〇
四
年
刊
）
等
の
調
査
報
告
を
作
成
し
ま
し
た
。
そ
し
て
三
月
に
、
正
門
、
北
別
館
（
史
料
館
1
1
旧
学
習
院
図
書
館
）
、
東
別
館
（
旧
皇
族
寮
）
、
南
一
号
館
（
旧
理
科
特
別
教
場
）
、
西
一
号
館
（
旧
中
等
科
教
場
）
、
乃
木
館
（
旧
総
寮
部
）
、
厩
舎
の
計
七
棟
が
、
国
登
録
有
形
文
化
財
建
造
物
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
次
回
の
紀
要
で
は
、
こ
の
登
録
を
記
念
い
た
し
ま
し
て
、
二
〇
〇
八
年
七
月
と
九
月
に
行
わ
れ
た
建
築
や
校
舎
に
関
す
る
内
容
の
史
料
館
講
座
に
つ
い
て
紹
介
す
る
予
定
で
す
。
　
出
版
活
動
と
し
て
、
以
下
の
著
作
物
を
刊
行
い
た
し
ま
し
た
。
『
学
習
院
キ
ャ
ン
パ
ス
写
真
集
　
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
校
舎
の
記
憶
－
前
川
國
男
作
品
・
中
央
教
室
1
』
、
『
写
真
集
　
近
代
皇
族
の
記
憶
－
山
階
宮
家
三
代
』
が
そ
れ
で
す
。
当
館
の
広
報
誌
で
あ
る
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
レ
タ
ー
」
と
と
も
に
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
　
平
成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
）
七
月
四
日
に
、
児
玉
幸
多
先
生
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
先
生
が
日
本
近
世
史
の
研
究
を
主
導
さ
れ
て
き
た
第
一
人
者
で
あ
り
、
常
に
歴
史
学
界
の
進
展
に
尽
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
は
、
周
知
に
属
し
て
い
ま
す
。
本
史
料
館
に
と
り
ま
し
て
は
、
そ
の
礎
を
築
か
れ
た
恩
師
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
「
児
玉
先
生
を
偲
ん
で
」
と
題
し
ま
し
て
、
小
特
集
を
組
む
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
詳
細
は
、
本
誌
に
掲
載
し
た
通
り
で
あ
り
ま
す
。
　
本
史
料
館
は
、
皆
様
の
ご
助
力
の
も
と
に
発
展
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
、
引
き
続
き
の
ご
助
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
”
1
1
二
〇
〇
九
年
三
月
学
習
院
大
学
史
料
館
館
長
井
上
勲
